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（単位：千円）

正味財産の部合計

財務諸表に関する特徴的事項等

○行政費用として物件費や補助費の割合が高くなっており、物件費は主に指定管理事業の指定管理料が占めてい
る。また、清里高原ロッジ・少年自然の家の工事設計委託並びに改修工事の実施により、維持補修費が増額してい
る。
○貸借対照表に計上されている有形固定資産は「清里高原ロッジ・少年自然の家」「生涯学習センター」「町屋文
化センター」に関するものである。

資産の部合計 933,724 898,061▲ 35,663負債及び正味財産の部合計 933,724 898,061▲ 35,663

建設仮勘定 0 5,832 5,832正味財産 916,448 857,978▲ 58,470
その他の固定資産 8,074 7,389 ▲ 685 916,448 857,978▲ 58,470

22,807

建物減価償却累計額 ▲ 1,449,701▲ 1,490,511▲ 40,810 特別区債 0 0 0
工作物等 112,059 112,059 0 退職給与引当金 15,954 37,084 21,130

0

その他の流動負債 0 0

工作物等減価償却累計額 ▲ 112,059▲ 112,059 0 その他の固定負債 0 0
無形固定資産 0 0 0負債の部合計 17,276 40,083

0 0

0

特別収支差額(f)-(g)=(h) 0 0 0当期収支差額(e)+(h) ▲ 264,698▲ 286,699▲ 22,001

建物 1,682,2181,682,218 0固定負債 15,954 37,084 21,130

その他の流動資産 0 0 0 特別区債 0 0 0
1,677

土地 693,133 693,133 0
貸
借
対
照
表

勘定科目 28年度 29年度 差額 勘定科目 28年度 29年度 差額
流

動

資

産

収入未済 0 0 0流動負債 1,322

固
定
資
産

有形固定資産 925,650 884,840▲ 40,810 賞与引当金 1,322 2,999

2,999 1,677
不納欠損引当金 0 0 0 還付未済金 0

0

賞与・退職給与引当金繰入額 3,535 6,431 2,896行政収支差額(a)-(b)=(c) ▲ 264,698▲ 286,699▲ 22,001
その他行政費用 0 0 0金融収支差額(d) 0 0 0

特別費用(g) 0 0 0特別収入(f) 0 0

41,531 41,496

分担金及び負担金 0 0 0
補助費等 19,195 19,382 187 使用料及び手数料 0 0 0

行政費用合計(b) 265,898 289,001 23,103通常収支差額(c)+(d)=(e) ▲ 264,698▲ 286,699▲ 22,001

0 700 700

施策分析シート（平成30年度）

施策No 04-12
部課名 地域文化スポーツ部生涯学習課
課長名 浦田

指標の推移

指標の推移

延利用者数（多目的広場、ＰＣ室を除
く）

延利用者数

指標に関する質問文

内線 3350

関連部課名 教育委員会事務局教育総務課

行政評価
事業体系

分野

政策

Ⅱ 子育て教育都市

04

施策名 生涯学習活動の支援

心豊かにたくましく生きる子どもの育成と生涯学習社会の形成

興味・関心のあることに取り組むことができていると感じますか？

生涯にわたって学習できる環境が充実していると感じますか？

　乳幼児から高齢者まで全ての区民が生涯にわたる「学び」を通じて人や社会とのつながりを深
め、心豊かな生活や生きがいづくりにつながるよう、学習情報や学習機会の提供、「学び」の場の
整備、協働・連携の促進等により、生涯学習活動を支援する。

指
　
　
　
　
標

幸福実感指標名
27年度 28年度 29年度

生涯学習環境の充実度 2.96 2.94 3.01

興味・関心事への取り組み 3.09 3.07 3.05

156,441137,572150,000

町屋文化センター利用者数
（人）

185,624178,995182,093183,000

指標に関する説明
27年度 28年度 29年度

30年度
見込み

目標値
(38年度)

施策の成果とする指標名

185,000

175,000
生涯学習センター利用者数
（人）

170,758

社会教育サポーター派遣実績
（回）

135 99 102 110 150

129 126 130 135
社会教育サポーター登録数
（人）

133

累計人数
荒川コミュニティカレッジ入学
生（人）

301 334 372 406 600

28年度 29年度勘定科目

154,639

減価償却費

差額

行
政
費
用

給与関係費 46,026 50,051 4,025

行
政
収
入

地方税 0 0 0
物件費

▲ 35 その他 1,152 1,204 52
不納欠損・貸倒引当金繰入額 0 0 0 行政収入合計(a) 1,200 2,302 1,102

扶助費 0 0 0

国庫支出金
維持補修費 972 15,174 14,202 都支出金

156,467 1,828
48 398 350

行
政
コ
ス
ト
計
算
書

勘定科目 28年度 29年度 差額



No2

○時間や施設へのアクセス等、様々な制約がある区民に対し、今後もより気軽に参加できる学習手
段の構築と、より身近でニーズに沿った生涯学習の場の拡充を図る必要がある。
○区で実施している各種講座等に多くの区民の参加を促すため、講座内容の充実やＰＲ方法の多様
化を図る必要がある。
○荒川コミュニティカレッジに関しては、若い世代の方も受講しやすいよう、託児の充実や、実施
日時の検討、受講生自身や区民のニーズに合わせた様々な講座の開催など、柔軟なカリキュラム編
成を行う必要がある。

○「ゆいの森あらかわ」をはじめとした各図書館や「ふれあい館」など区民に身近な施設を活用
し、現役世代も参加しやすい夜間や休日の講座・講演等を実施するなど、学習機会の拡大を図り、
多くの区民が生涯学習活動に参加できるようにする。
○乳幼児から高齢者まで、区民の生涯にわたる「学び」を支援するため、区民の学びのニーズを的
確に把握し、受講者の要望等を踏まえた講師の選定を行う等、区民カレッジや文化総合講座、荒川
コミュニティカレッジ等の内容の充実を図るとともに、区のホームページや区報、ＳＮＳなど多様
な媒体を更に活用し、生涯学習施設情報をはじめ、学習プログラムや講座等の積極的なＰＲを行
う。
○多様な学習の場や機会を提供するとともに、荒川コミュニティカレッジ修了生などによる地域活
動団体やサークルの自主的な学習活動への支援を通じて、地域の中に生涯学習の輪を広げる。

施策の分類
分類についての説明・意見等

30年度 31年度

現
状

今
後
の
方
向
性

○平成28年度に実施した荒川区政世論調査では、「生涯学習・スポーツ活動に参加・実践しなかっ
た理由」として、5年前の同調査と同じく「時間的なゆとりがない」が第1位となっている。
○生涯学習センターで実施している区民カレッジは、受講希望者が定員を超えて抽選となることが
あるなど、受講者数は年々増加している。一方、町屋文化センターで実施している文化総合講座
は、受講者数がやや減少傾向にある。
○荒川区ホームページ内の「あらかわまなびプラザ」において、区内施設の利用方法や各種講座の
案内、また区内で活動している団体やサークルの情報などを幅広く総合的に提供しているほか、ツ
イッター等を活用してタイムリーな情報を発信している。
○平成22年度に開校した荒川コミュニティカレッジでは、区民が学びの成果を活かして主体的に地
域活動に参加できるよう支援している。現在の入学者は退職後の方が多く、若年層が少ない。

施策の現状・課題・今後の方向性

課
題

　区民の主体的で多様な生涯学習を支援するとともに、学習機会や
場の提供ならびに情報提供などを、引き続き推進する。

重点的に推進 重点的に推進



798 794 257 257 継続 継続

　青年団体連合会を支援す
ることにより、青年による
地域活動の発展に寄与して
いることから、継続した支
援を行う。

1,299 837 300 300 継続 継続

　子ども体験活動を支えて
いる団体へ支援することに
より、青少年の健全育成に
寄与していることから継続
した支援を行う。

1,743 2,141 27 80 継続 継続
　区民の人権教育を推進す
るため、継続して実施す
る。

9,472 9,128 2,610 2,676 継続 継続

　成人を祝うとともに、成
人としての権利と義務、責
任・自覚を促す事業として
継続して実施する。

1,028 1,845 487 411 継続 継続

　青少年が交流しながら、
音楽活動の成果を発表する
場、および区民が音楽をと
おして芸術文化に触れるこ
とのできる場として、継続
して実施する。

1,801 2,292 500 500 継続 継続
　地域活動や生涯学習の推
進に寄与しており、継続し
た支援を行う。

289 556 18 19 継続 継続

　青少年の健全育成のため
に貢献する励みとともに、
個人及び団体活動の活性化
のきっかけとして必要であ
るため、継続して実施す
る。

7,403 8,500 2,347 2,406 継続 継続
　心身障がい者の自主性・
社会性・協調性を養うた
め、継続して実施する。

1,852 3,191 950 950 継続 継続

　青年の交流の場の提供及
び新たな青年を育成する
場、また、区民が楽しめる
イベントを実施する事業と
して、継続して実施する。

分類についての説明・意見等

31年度30年度

施策推進のため
の分類

29年度28年度

決算額（千円）

29年度28年度

行政費用（千円）

継続
　青少年の健全育成に寄与
しており、継続して実施す
る。

継続4,9285,28514,60815,488

05-02-15

女性団体補助 05-02-13

少年団体指導者連絡会補
助

人権教育推進費 05-02-16

施策を構成する事務事業の分類

事務事業名
事務事業
No

青少年委員事務費 05-02-04

青年団体連合会補助 05-02-14

吹奏楽コンサート 05-02-09

成人の日のつどい 05-02-08

優良青少年団体・個人表
彰

05-02-05

05-02-07

心身障がい者青年教室
「さくら教室」

05-02-06

あらかわ青年大会



200,816181,195289,001265,898

39,850 39,357
重点的
に推進

重点的
に推進

　区民の誰もが気軽に参加
し、低廉な価格で良質な文
化や学習を享受できる場を
運営するため、重点的に推
進する。

70,448 72,209 66,045 67,728
重点的
に推進

重点的
に推進

　区民の生涯学習活動の拠
点として重要であり、継続
して実施する。

4,686 6,255 492 604 継続 継続

　児童・生徒及び区民の文
化活動・スポーツ活動等を
表彰する場として継続して
実施する。

05-02-20

05-02-17

清里高原ロッジ・少年自
然の家管理運営費

05-02-18

1,925 1,509 83 75

施策を構成する事務事業の分類

事務事業名
事務事業
No

行政費用（千円） 決算額（千円）
施策推進のため

の分類
分類についての説明・意見等

28年度 29年度 28年度 29年度 30年度 31年度

　区民の健康増進の場、児
童生徒の自然体験活動の場
を提供するため必要であ
り、継続して実施する。

60,654 60,142

合　計

社会教育サポーター

町屋文化センター管理運
営費

05-02-19

生涯学習センター管理運
営費

継続 継続

　地域の人材を活用するこ
とで、青少年の健全育成や
生涯教育の振興につなげる
ことができ、合わせて区民
が学びを地域に活かすきっ
かけとして必要であり、引
き続き推進する。

87,012 104,994 61,944 80,525 継続 継続

教育褒賞費 13-01-03


